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1伯．m3，∽8　とな少生后餌日日に於て．14％増体が多

きい単がうかがわれるが，福に看るしい差は紘められな

かった．

弟6表　生時体重1・0毎以下山千成増体畳　桓

各　 期 生后

2 0 劫

1

40 試）
計区　　 別 10 EB

対　　　 地　　　 区 1・0 1 0 ．淵 1 8 1 2 る4 2．か 8 ．68

新　　　 注　　　 区 Ⅰ．26 1．2 8 2 ．飴 2 ．弟 2・41 9 ．紡

対 照 区 を 1（泊とした 爾

注 区 の 指 数
1あ 以 1tp u 3 10 8 m 4

以上，本試験吐血汲毎にヘモグロビン量とむ幽適性を

みなかった調査ではあるが，本結果を要約すると，テキ

ストラン鉄の注射にFよカ金属鉄l叫呼1回扱よで，イ）

注射した仔豚は注射しない子顔に比べ．生后①日日で平

均Ⅶgの増体が謎められた．ロ）テキストラン鉄注射

による副作用は謎められなかった．ハ）特に出生時体

重の少い仔腺には良好な舞台を力、ナ碩向がみられた．

冬季板雪に上って土壌に接する機会り少い岩手県では．

特にコンクリート床での哺乳仔血に対して貧血を予防し

よ少良い光背を拗持出釆るものと思われる．

あわ上川こ．本試験の供託粂剤を提供され∴試験鼓計等

に御指導を臓った岩手大学鹿宇部兄上教授に深甚なる愚

論の意を表します．

乳用若令雌牛の人工草地放牧育成試験

第2報　草種の異なる草地におけるStripgrazingによる育成

小　枚　芳　郎・浅井豊太郎

木　下　尊　之・堀籠美代子

（東北農　試）

1．　生　え　が　舌

乳用宕令雌牛の放牧育成技術改善の基礎資料を得る白

的て卑種の異る2種り人工卓也を利用し－て吉行ゆgm裏町

（帯状放牧）によ少育成を試み，奴歯の朱雀及び卓也利

用の面から検討を行った．

2・　試　験　方　法

試験年は8・7－9・7ケ月令のホル種雌牛6敢（体重溺担

一忽7均を2群に分け，血血相妬研，単搭草地（エ区）

及び班如血相r－Or血d打田∫混播草地（エー0区）各

々亜丘に8欄づつ1日2回合計5時間＝frわgr敵将によ

カ放牧した・放牧は5月仏日から10月盟臼まで行い，そ

の間側圧の全面輔を利用し終らなくても・奴初に放牧．し

た舶－が放牧に適するようになったら輪換し，残った放

牧地の金丸の牧草は・刈取少計量した．補助飼料はlH

l鍋当少Orおd乾阜1・0毎と粉砕玉均黍1・5わを放牧後

与えた・その他の的及び草地の菅翫前報と向様に行
った・

採食量及び消化率は各区2頭づつを用い，前報同様　余

C如椚卿法にユタ測定した・体重鱒毎週8日恥連続し

て午前9時K湘定した・また放牧前の尊皇は．当日放牧

する場所から1′ば8ヶ所を刈取β測定した．

さ．　結　　　　果

1草地の利用状況：両草地とも5回輸換利用した．

利用国次別の放牧期臥放牧日数及び放牧面積は第1

表の通少である．

軸草地とも，ほゞ向じ時期に輪換したが．8番革及び

4番革でやゝ臭った・放牧面硬は劇α全部を利用した回

次は・エ蛙では3回と4也．エー0区では6凶次のみで，

エ区の5回次利用時には鼓後の7クが草の再生塞く利用

出来なかったので放牧を中止した．久に1日1鎖当少の

利用し細る生音量（放牧直前の刈取少収量）及びその抹

食草量に対する％は顔2表の通力である．

1日1頗当少利用し得る亭主は，両比とも甜一缶的で

あるが，エー0区の1番革は多く，叩毎以上である．採

質草は工区がやゝ高く．同区とも9月上旬の4香草では

高くなっている．がエー0蛙の1否皐では非常に低い．
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第1表　　放　牧期　間、　日　数　及　び　放　牧　面　横

利　 用　 回　 次 1 2 8 4 5 計

工

区

放　 牧　 期　 間 6 ．15 － 6 ．7 6 ．8 － 7 ．10 7 ．11 ・－ 8 ．】汀 8 ．盟 － 9 ．盟 9 ・釦 一 迫．】野 l鴫　 自

放　 牧　 日　 数 a 日 ：述 訂 め 17 18 1 日

放 利　 用　 期　 間 】9 ．2 tl 2 Z．6 4 0 ．0 亜 0 8 3 ．0

6 1．5

牧 放 牧 地に 対 す る ％ 48 ・0 ％ 雄 ．5 追0 心 仙 ．0 飽 ．5

面

積

1　 頗　 当　 少 6．4 d 7 ．5 1乱 8 13 ・3 11 ．0

1 日 1 頭 当　 カ 0 ．荏l q 0 ．か 0 ．a i 0 ．一組 0 ．q i

エ

】

0

放　 牧　 期　 爛 5 ．15 ・－6 ．6 6 ．7 ■－7 ・10 7 ．11 、 8 ．20 8 ．2 巨－ 9 ．2 9 ．盟 － 10 ．5診 1槌　 日

放　 牧　 日　 数 釦 日 】訂 胡 認 旗 皿　 日

放

牧

面

棟

利　 用　 面　 積 17 ．2 tl 訪 ．8 1蓬≧．6 32 ・8 40 ．0

58．1

放 牧 地 に 対 す る ％ 一組・0 ％ 92 ．0 81 ．5 皮 ．0 1【旧．0

1　 頭　 当　 少 5 ．7 4 12 ・8 10 ・9 10 ．9 1さ・8

区 1 日 1 頭 当 り 0 ．汐 ○ 0 ．45 0 ．ボ 0 ．8 4 0 ．訪

第2表　利用し得る革量及びその採＿食率

区

別

　　 利 用回次 l

項 目 ＼ ＼ 聖 月 日

1 1 2 2 2 8 8 8 4 5

5．15 5．三石 6．12 6．墓辺． ¶▲ 7．16 7．が 8．15 9◆8血 10．4

工

区

利　 用　 し　う　る　尊　 慮 （10 ‘l当） 通打払 1飛 19一は ’髄 カカ6 1蘭 1郵 は訂 l蓬診 12 15

1 日 1 頭 当れ放牧面積 0．謳 α 0．三B 0 ．27 0巧打 小27 0．83 0．迫 0．亜 81勧 0．58

′　 利用 し得る草量 一払．1桓 52 ．7 51．7 陥 2 61■．5 tD ．1 田．2 58 ．1 88超 伍．9

′　 採　 食　 草　 量 か，6 訪．4 羽 ．2 盟．2 増，4 側．3

慮 訂 51 ．■62 茄 F● 61

エ

利 用　 し　 う　古 宇 量 （10 α当） 謝 u 収 l棚 m 【 173 1胱 1餌6 1澗 】戯 l僅β

1 日 1 頭 当少放牧面積 0・8b α 0 ．2 7 0 ．亜 0．1汀 OJ王は 0．40 0 ．亜 0．一船 〇一88 0 ．42

1
0
■　 利用も得る革量 74 ．8 馳 107．8 雄．3 馳 2 57．4 63．9 圧し0 弘．0

1

遽ト7 糾．9

区 ■　 採　 食　 草　 量 ま）．2 24 ．2 茸．1 盟．1 舶 ali9

％ 】あ 48 44 王p t打 一秒

之　採食考量t総採食草量及び体重当少の採食草量は第

8表の通少．

区　　 分 牛 ．

8表　採食草丑　（1日当　鞄）

6・11 －

12

7 ．3お一 リ．6 － 10，8 － ．

2 7 7 1　　 4

採食卓董
（生）

採食草量
り・椚）

平　　　　均

エ　　 区
2 盟 ．5 盗 ．8 訂 ．9 三方，9 一縫．9 蓬ト4

3 9 ．6 2 6 ．9 租 4 詑 ・4 払 ・8 4 1．1

エ ー 0 区 5 さ1．5 盟 ．9 三お．6 ；2 ・1 8 4 ．4 鮎 ．7

6 盗 ．9 2 l．5 益 ．6 別 ．1 盛 ．1 釦 ．1

： エ　 区
2 2 二面 ■ 8 ・却 4．甜 8．臨 1　 5．88 4 ノ詔

8 2 ・玉出 3．飢 4 ．6 5 4 ．Jh 4 ．随 4 ．！姶

‥　エー 0 区
5 8 ．12 8 ．44 さ．釦 8．78 5 ．t嬢 4．缶

6 2 ．8 6 8 ．5 3 8 ．72 4 ．（p 5 ．が 4．0 6

体重l00毎

楳貸考量
（生）

お．9士17．8

劫．0土12．1

；あ．2士12．5

三汀．7士　7．1

4．0土　2．9

4．1土　2．8

8．9土　2．2

8．9士1．8

！ ェ　 区

l

2 12 ．8 10 ．0 18 ．6 8 ．7 14 4

8 18 ．6 11．8 14 ．8 1 1．6 12 ．1

エー 0 伍
5 14 ．2 10 ．2 9 ．5 8 ．3 11．9

6 17 ．4 10 ．0 10 ．2 8 ．6 10 ．6

エ　　 区
2 0 ．絡 1 ．盟 1 ．伍 1．】9 1．払 1 ．4 1

8

5

6

1．雌 1 ．40 1 ，78 1 儲 1 ．B 1 ．56

エ ー 0 区
1．4 1 1 ・釘 1 ．j妃 1 ．4 0 1 ．潔； 1 ．62

1 ・三方 1 ．4 4 1 ．42 1 4 1 1 ．7 4 1 ．g 7

11．8士　8．7

12．7士　8．0

】凸．9土　8．8

m．0土　7．2

体重l∞軸当

採食草
（d．所）

1．4土　0．6

1．5土　0．8

1．古土　0．8

1．4士　0．1

採食草量は両区間に有意の差はなかったがエ区はヤゝ　　つた．

多い傾向が見られた．体重当　の採食草り・椚）を時期　　8　摂取養分量：補助飼料をも含めた1日1鎖当少の

的に見ると，工区がエー0区にくらべ変動が多かった．　鋏取養分量及びその〃RC椴準の量に対する％は弟4表

しかし平均すると両区とも体重の1・4－1・5％で差はなか　及び弟5表の通力である・
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第　4　表　　撲廠黎分皇（l dl頭目ヨカ）

試験 牛
’‾査 月 日

餐 分

5．24 －王ら 6．11 － 12 7．4 －　 5

‡ 7・山 一 ゴ

9 ．6 －　 7

l

llト8 － 4

2
p　 C　 P 0 ．g7 毎 1　 0．79 匝 1．億 毎 U ．即 毎 1・翁 毎

r　 p　 〟 2 8 1 8 ・＄ 4．度l 8 ．％ 5，76

8
上）　 C　 P u 七0 0 ・83 1．佑 摘 2 1，m

r　 上〉　 JV さ．（p 8 ．85 4，95 8 ．瑠 48 2

5
上）　 C　 タ 0 ．62 0 ・併 0 ．70 0 ．岱 1 ，19 1 ．鵬

r　 p　 〟 8 ．8 2 8 ．1》 8 ．58 2 ．8 2 5 ．j汀 4 ・t汀

6
♪　 C　 j） 0 ．5 7 0 ．g r 0 ．8 0 0 ．7 8 1．∞ 0 ．9 8

T　 か　 〟 8 ．払 さ．鴎 8 ．95 8 ・ぱ） 5 ．t月 4 ．茄

第5表　摂取餐分丘（〟皮C標準に対する％）

．試威牛
　 諭査月日

雀 分
5．24 －ユ£ 6．m －12 7．4－　5 7．26－27 9 ．6 － 7

】

10．8 －　4

2
p　 C　 P

● ■ ■ 嘉 嶋 ●
151 加 郵 208 舶 泌

r■　．か ．〃 盟 95 1払 96 】虚 114

8
p　 C　 fI 162 2 1 274 ；好7 剃 842

r　 エ〉　〃 94 1∞ 188 97 】j犯 1払

平　　　　均

βC j＞　2陀

r上）〃111

5
p　C　P 16I 29 1お m 糾
r　上）　〟 114 11月 】皿 ‘布 185

6
上〉　C　f〉 158 盟 加 l訂 珊
T　か　〃 1岱 1（セ 1体 91 122

慧
〓
蒜
1

♪CPは工区がやゝ多い傾向はあるが．両区向に有意

差はなく．いずれも顔準にくらべ　nCPは地利であるが，

r上目畑は．はゞ標準量である．Tか〟はエ転作おける1

番皐及び如虹とも盛夏晦には木止し勝である．

p CP a7

丁か〃　迎5

久に補助飼料を除いた草地から頑取されると推施され

る薦分霊を〟RC醸準に対する％で示すとあ6表の通力

である．両区間に差は見られず，いずれもpCPは凄準

塵に姦し充分であるが，れ肌は標準藍の約Ⅷ％であった・

第6衷　阜地から療乾した可消化褒分量（〟月C恕準に対する％）

試 験 牛
　 調 査 月 日

養 分
5 ．2 4 －2 5 b．11 － 12 7．4 －　 5 7 ・三方－ Z r 9．6 － 7 10．古－ 4

2
p　 C　 f I 112 ％ 170 ％ 2の ％ 】一m ％ 814 ％ ノ・！ ■・

γ‘ ．β■ ．〃 亜 6 2 幽 王汀 99 7 6

さ
p　 C　 P 1お 18 4 2 遥 劫 2一蛤 郷

丁　 か　 〟 62 7 4 抑 Ⅷ 79 伍

％1
　
0
　
8
　
5

驚
驚

6
上〉　C　 fl 1】茹 玉は 】甜 1鎚 270

r　 上〉　〟 lお 郎 王汀 B 96

6
p　 C　 f 112 1鍼 171 1槌 辺は

r　 p　 〟 68 馳 一望 （辺 田

5

　

ソ

】

　

3

5

ぽ
Ⅷ
畑
Ⅷ

荘　Or励乾雷及び玉もろ黍の消化率軋その組成上少封か腋妨ダ（19陀）の推定式を用いて算出．

A　増体量：放牧劾礪中の堰体皇：は弟7表の通少でめ

る．

1日当れ噌体量の8珠l平均は期間を通じて工区間エ

ー0区間で有意圭はなかった．仙也とも7月下旬－8

月には．噌体iが恥以下に顔少したが．他の助帆はいず

れも膿胸な晦体を示した．放牧絶7時の体重は童空也一

弛叫で止常な菊台と考えられる，

h　金利牧草収量：劇いいの各草地で放牧凶次作よ少放

牧利用せずに刈取った余刑牧草量は第8表の通力である

エー0区がやゝ多いが，いずれも10，（皿的前後で1頭

当少　仙仙－　∞わであった．エ区では1，2番皐．エー

0匹では1番皐で多くの余剰革が出た．
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某　7　表　　増　体量　　（ 1日　当）

てこ＼ － 一別

月・日勤

乙　　　　　　　　　 区 エ　 ー　 0　　　 区

l 2 8 平　　 均 4 5 6 平　　　 均

5．14－　5．17 一触 g －1ぷB g －1，亀；g 1．2翌g 一名晦g －2超B g －2．度B g －1，蘭 g

5．17－　6．7 9仇 lJp5 1．（p5 1．0‡巴 1，1一蛤 払2 952 1，0】占

6・7－　6必 貌 鋤 1，脚） 921 湖 6汐 1，腫 ●　　－
6．重盗－　7．19 1劇5 ！抑4 857 952 810 1．糾8 1，任賂 9貌

7．19－　8．9 珊 邪 謎 礪 部 4■朽 丑裕 脱

8・9－　8・釦 4か 】91 191 270 臓 619 148 一　　●

8，飢－　9・餌 8訂 1ユ42 1．従烙 1，0訟 t汀1 6 6 1．142 一丹4

9．加－10．11 810 61リ 952 ■扮4 619 810 耶 （迩

畑．u ▼■旭．盟 9一組 鎚 944 815 1，2万 1，∝D 1，望2 1，1銀

全期間平均 瀾 7（近 7！浴 偲4 7随 圧迫 7詑 718

第8表　 余剰牧草収量

利用国次 1 2 8 4 5 計

エ

区

余剰面積（‘） 加．8 28．1 0 0 0

9缶4
追α 加6 卿

0全　収　量（毎） 4】召5 脚 U 0

左余剰両横（8） 22．8 8．6 5．6 7．2 1 0

1剖01
u q当灰蜜（毎） 舶 1つ98 1362 15の
区 全 収　量（叫 繁p5 蝕7 耶汀 11叱 0

4．　考　　　　　察

子牛の肖戌では放牧如間が良い程経済的で｝　また栄養

的にもよいと言われ，期間を証すことが染まれる・本武

奴では5月15日に放牧量開始したが．その時の阜地の状

況を見ると，工区では収量n吸匝（10α当），草丈17d－．

ェー0区は0〝血Fd及び上山毎がそれぞれ収量14払桓・

82叫，草丈亜即．適用であった．工区は．ほゞ迦当夜時

細と考えられるがエー0区ではOr如dが伸び過ぎ．も

つと早くからの放牧が可能と考えられる∴また助成飢配

5月下旬から6月上旬忙出ねし．急速に栄養価及び嗜好

性が低下すること及び久也の再生を考えると4月下旬又

は5月上旬からの利用が芸当と考えられ．そのことエ少

エー0区は放牧期間を10日－14日ぐらい鮎長することが

出来る．放牧終了時は，皐の再生からこlL以上鮎すこと

は不血当と考えられる・

1錮当少の放牧面奴は遁加を用意したが全薗横を利

用したのは，工区では8番革以降，エー0区では5智幸

のみであわ．このことから，本試陵の様な状況下では∴

ほゞ妥当と考えられる・しかし本試験では放牧日数が1釦

日余力で，全放牧可能鋤陶の瑠％忙地ぎない・このこと

かb，全加可を利用したとすると蝕横の不足が考えられ・

1顔当少劫再以上は必要の計算になる・

全期間を通じて福助飼料を与えたが，5時間程度の放

牧では．草地からの鉄板養分童はTか〟が不足し補給は

必要と考えられる．

また7月下旬から8月にかけて増体量の減少する原凶

として，採食宜の赦少による板取泰分立不足が先づ上げ

られる．この場合卓也における採食量とともに補給した

乾草，玉野黍の採食量の減少が見られた・こむことから】

日中暑熱時の放牧をさけ．夜間放牧を行うとともに補助

飼料の質の岡上特K嗜好性を考えて与えることが必要で

めろう．またこの期間に多い外部苛生温虫の防除も考慮

する必要がめる．

5．　細　　　　　事

乳用右令雌牛の放牧育成奴術の基礎資料を得る目的で

エ那加単鉛草地及びム感知－Orお4昆播草地それぞれ亜

仔に8錮づつの約9ケ月令のホル紐雌牛を5月中旬から

10月下旬まで1日5時開封廿日岬かgKエカ放牧し．ま

たlbl鎮当少乾阜1・0毎，玉野袈1・5陶を補給して背

放した．その結果は次の租少である．

1放牧期間．放牧日数，草地の輸駄利用凶敷及び余

剰牧草量は両区に大麦なかったが．エー0凶は放牧紬始

期を早めること忙よ少放牧期向の延長が可能である・

え　放牧両横は本試験のエうな条件下では両阜地とも

1製当少娼・鮎　ではゞ足少るが，実用上は約がク以上の

面積が（特に工区では）が必馨と考えられる・

a l臼1顔当クの増体宜は両区閲に差はなく，いず

れも7mg以＿上であった・

A　採食早生及び摂淑餐分量は両区間に明らかを差は

なかったれ抹食草董（生）及びかCP扱取豊で工区が

やゝ尚い傾岡がめった・

両区とも補給をも含めた扶取養分主は，ほゞ換準量K

達しているが．卑地から抜取される養分量比上目∴Pは充

分である一方，7㌧D〟が不足で操準の約Ⅶ％忙すぎなか

った．


